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子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
行
う
「
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
、
次

の
九
カ
所
の
保
育
所
（
園
）
で
実
施

（
粕
川
保
育
所
は
六
月
一
日
か
ら
）

し
て
い
ま
す
。

零
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
専
任
の
保

育
士
が
相
談
に
応
じ
た
り
、
行
事
を

楽
し
ん
だ
り
、
子
育
て
の
情
報
を
提

供
し
た
り
し
て
応
援
し
ま
す
。

各
施
設
ご
と
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動

や
園
庭
開
放
、
育
児
に
関
す
る
相
談

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
。

楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

□
あ
ゆ
み
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
朝
倉
町
八
六
一
�

２
６
５
―
３
３
２
２
　
内
容
＝
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
ゆ
み
」、
育
児
講
座
、

サ
ー
ク
ル
活
動（
絵
本
・
手
づ
く
り
）、

年
齢
別
活
動

□
愛
泉
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
江
木
町
五
一
八
�

２
６
８
―
３
４
２
３
　
内
容
＝
ふ
れ

あ
い
保
育
「
の
び
の
び
」、
障
害
児
相

談
、
あ
そ
ぼ
う
あ
か
ち
ゃ
ん

□
中
央
大
橋
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
石
倉
町
五
丁
目
一

七
―
六
�
２
５
２
―
３
６
３
７
　
内

容
＝
育
児
相
談
、

な
か
よ
し
プ
ラ
ザ
、

園
庭
開
放
、
プ
ラ

ザ
通
信

□
岩
神
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝

岩
神
町
二
丁
目
五

―
一
二
�
２
３
１

―
１
６
９
６
　
内

容
＝
ふ
れ
あ
い
保

育
「
フ
レ
ン
ド
シ

ッ
プ
岩
神
」、
親
子

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

通
信

□
上
細
井
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
上
細
井
町
一
三
七

―
五
�
２
３
４
―
１
７
１
１
　
内
容

＝
ふ
れ
あ
い
保
育
「
チ
ャ
オ
バ
ン
ビ

ー
ノ
ク
ラ
ブ
」、
園
庭
・
園
内
開
放

□
大
胡
第
二
保
育
園
（
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ア
イ
」）

所
在
地
・
電
話
＝
堀
越
町
一
三
九
〇

―
三
�
２
８
３
―
８
１
１
３
　
内
容

＝
育
児
相
談
、親
子
ふ
れ
あ
い
保
育
、

保
育
園
児
と
の
交
流
体
験

□
赤
城
育
心
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
市
之
関
町
四
〇
一

�
２
８
３
―
４
１
４
８
　
内
容
＝
育

児
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ひ
な

た
ぼ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」「
ひ
つ
じ
の
会
」、
園

庭
開
放

□
第
二
保
育
所

所
在
地
・
電
話
＝
三
河
町
一
丁
目
一

八
―
二
六
�
２
４
３
―
９
５
６
０
　

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
保
育
「
コ
ア
ラ
ク

ラ
ブ
」、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
園
庭
開
放
、

育
児
講
座
・
講
習
会

□
粕
川
保
育
所

所
在
地
・
電
話
＝
粕
川
町
新
屋
六
八

八
―
一
�
２
８
５
―
２
１
０
７
　
内

容
＝
育
児
相
談
、
ふ
れ
あ
い
保
育「
さ

く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
」、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

園
庭
開
放

○
…
問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
所（
園
）

へ
。

お
お
さ
る
山
乃
家
は
粕
川
町
中
之

沢
に
あ
る
市
有
の
林
間
研
修
施
設
で

す
。
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
一
帯
に

宿
泊
・
休
憩
施
設
の
ほ
か
、
テ
ン
ト

場
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
場
が
あ
り
、
敷

地
内
を
流
れ
る
小
川
で
は
水
遊
び
も

で
き
ま
す
。

ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
、
子
ど
も
会

の
行
事
な
ど
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
宿
泊
の
ほ
か
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
の
休
憩
も
利
用
で

き
ま
す
。

使
用
料
＝
〈
一
泊
二
食
付
き
〉
大
人

四
千
五
百
円
、
中
学
生
以
下
三
千
五

百
円
〈
休
憩
〉
大
人
四
百
円
、
中
学

生
以
下
二
百
円
　
申
し
込
み
＝
同
家

�
２
８
５
―
６
１
５
１
へ

□
お
お
さ
る
冒
険
隊

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
で
、

毎
月
、
親
子
で
楽
し
め
る
自
然
体
験

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
＝
�
６
月
５
日
�
�
７
月
３
日

�
�
８
月
７
日
�
、
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
お
お
さ
る
山
乃
家

周
辺
　
対
象
＝
親
子
、
先
着
各
四
十

人
　
内
容
＝
�
は
昆
虫
観
察
�
は
川

遊
び
�
は
い
か
だ
遊
び
　
参
加
費
＝

各
千
円
　
申
し
込
み
＝
じ
ゃ
ん
け
ん

ぽ
ん
・
笛
田
さ
ん
�
０
２
７
―
３
５

０
―
３
１
９
１
へ

第
九
回
「
詩う
た

の
ま
ち
前
橋
若
い
芽

の
ポ
エ
ム
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

若
い
芽
の
ポ
エ
ム
は
、
全
国
の
小
中

学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
詩
の

コ
ン
ク
ー
ル
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校

生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
美
棹

み
さ
お

賞（
金
賞
）、

銀
賞
、
銅
賞
、
佳
作
、
入
選
を
選
び

表
彰
し
ま
す
。

な
お
、
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
美
棹

賞
は
、
日
本
近
代
詩
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
郷
土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太

郎
が
十
七
歳
か
ら
二
十
三
歳
こ
ろ
ま

で
に
使
っ
て
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
美

棹
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

対
象
＝
全
国
の
小
中
学
生
・
高
校
生

申
し
込
み
＝
未
発
表
の
自
由
詩
、
一

人
一
編
を
Ｂ
４
サ
イ
ズ
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
に
縦
書
き
で
二
枚
以
内
。

８
月
１
日
�
ま
で
に
市
役
所
生
涯
学

習
課
「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
係
」
へ
郵

送
ま
た
は
直
接
　
発
表
＝
９
月
中
に

入
賞
者
へ
直
接
通
知
　
選
考
委
員（
敬

称
略
）
＝
秋
谷
豊
、
菊
田
守
、
新
川

和
江
、
梁
瀬
和
男
　
推
薦
委
員（
同
）

＝
新
井
啓
子
、
大
石
規
子
、
片
岡
直

子
、
曽
根
ヨ
シ
、
高
貝
弘
也
、
梁
瀬

和
男
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
�

８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。

コアラクラブで遊戯を楽しむ親子

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
水
遊
び
も

お
お
さ
る
山
乃
家
で
楽
し
く

�
若
い
芽
�
の
ポ
エ
ム
作
品
募
り
ま
す

小
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

育
児
に
つ
い
て
の
相
談
や
情
報
な
ど


